
講座申し込みについて
下記申込書に希望する講座に○をつけ必要事項を記入のうえ、

北橘公民館事務室へお持ち下さい。電話での受付も行います。
申し込みは先着順とし、定員になり次第締め切ります。

申込期間 １０月１０日（火）～１０月１８日（水）１０：００～１７：００

※荒天時等の影響により講座を中止する場合があります。申込者が定数未満の

場合は開講しません。日程・内容は都合により変更になる場合があります。

北橘公民館地区の方を優先します。お一人様２名まで申し込めます。

令和５年度橘陰塾（新感覚のまち歩き講座）申込書

令和 5年度

しぶかわ市民まなびの日

11月 4日（土）9:30～12:00

渋川市民会館

詳しくは広報しぶかわ 10 月 15 日号

またはＨＰをご覧ください。

名前（ふりがな） 住所 電話番号

（生年月日 ）

〒

希望する講座に○をつけてください（両方申込み可） 事務局記入欄

受付日：

チラシ配布：

 

北橘公民館だより
編集・発行 北橘公民館 北橘町真壁２３５４

TEL（５２）２３００ https://www.city.shibukawa.gunma.jp

令和５年１０月１日

第１７５号

新感覚のまち歩き講座を開催します
今年も、楽しく知的好奇心を育むコースを用意しました。 ぜひ参加ください！

を

■集合時間 午前８時５０分 集合

■集合場所 北橘公民館玄関前

開会セレモニー→佐久発電所真壁調整池→佐久発

(コースの概要) （取水隧道で重力ダムの説明等）

電所サージタンクを見る→田口発電所見学→前橋市

（ふれあい公園） （貯水槽や発電棟見学）

敷島浄水場見学（タンクを登る）→道の駅まえばし赤

（浄水場見学・水道の特徴説明） （昼食休憩）

城→曹洞宗赤城山宝林寺を見学→北橘公民館着

※参加費は無料。昼食は、持参いただくか、道の

駅で購入ください。 ＜募集定員２０名＞

橘山をはさんだ北橘・南橘の地形と水を

利用している施設を見学します。

①バスで行く北橘・南橘めぐり

10月２５日(水) ９：００～１４：３０

②八崎地区の魅力を再発見

八崎地区の隠れた魅力を体感、そして伝

説や偉人、史跡を訪ねて再発見します！

赤城神社に奉納される御神楽の伝統■集合時間 午前８時３０分 集合

■集合場所 橘北小学校西門駐車場

開会セレモニー→角谷戸薬師堂→八崎軽石層・房谷戸

(コースの概要) (天井の間引き絵） (地層と遺跡跡

遺跡跡見学→関越高速道を間近に見る→タケノコモ

を探る） (高速道のスピード体感） （成長するモ

ニュメント→大蛇伝説/偉人田中清六→北橘竹林公園

ニュメント) (自費で新道を造った偉人）（和の風景）

→雙玄寺見学→八崎宿→赤城神社→西門駐車場着

（鐘楼の鐘をつく）

※参加費は無料です。 ＜募集定員１５名＞

1１月 ５日(日) ８：３０～１１：５０

①バスで行く北橘・南橘めぐり ②八崎地区の魅力を再発見



◆すごすぎる地理の図鑑

◆ねこのおふろや くさか みなこ/著

◆けろずもう つるた あき/著

＊他にも新作あります

「ぐりとぐら」誕生60周年

読書の秋に！図書館員おすすめの本
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新刊のお知らせ

北橘図書館だより
令和5年１０月１日

第１13号

TEL ５２-２３００

一般書

北橘町真壁２３５４

児童書

◆いつもと違う 野菜の食べ方 小田 真規子/著

◆トビウオが飛ぶとき 桑原 亮子/著

◆氷室冴子とその時代 嵯峨 景子/著

＊他にも新作あります
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読 書 週 間 が 始 ま り ま す ！

10月 27日～11月 9日の2週間は、読書週間です。

終戦から2年後の 1947年に第 1回読書週間が開催され、今年で77回目になります。

今年の標語は、『私のペースで しおりは進む』です。

標語の作者の言葉より…「しおりがなかなか進まない本もあれば、一気に読んでしまう本もあり。

読み終えればどちらも、充実感や感動を得ることができます。これからも心に残る物語との出会

いを求めて、私のペースで読書を楽しみたいと思います。」

ミニ展示コーナーにて、読書週間＆鉄道の日の展示をしています。

読書の秋です！ぜひ、心に残る 1冊を見つけに来てください。

（一般書）

・「道ばたに咲く」 かわしま よう子/著

・「世界のふしぎな色の名前」 城 一夫/著

・「犬がいた季節」 伊吹 有喜/著

・「家裁調査官・庵原かのん」 乃南 アサ/著

（児童書）

・「おりこうタマゴ」 ジョリ・ジョン/著

・「カンタの決心 ボク盲導犬になる」草野 あきこ/著

・「はじめての ほしぞらえほん」 てづか あけみ/絵

・「西の魔女が死んだ」 梨木 香歩/著

「ぐりとぐら」は、今年で誕生から60周年を迎えます。

青と赤の三角帽子に、つなぎがトレードマークのふたご

の野ねずみ。幼いころに手にした方も多いと思います。

長く愛され続けている「ぐりとぐら」シリーズ、著者である中川李枝子

さんの他の作品も一緒に、絵本コーナーに展示しています。
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職場体験に来た子持中2年生が

POPを作ってくれました!


